
フェマーラの服用をはじめる
あなたのために

〜術後ホルモン療法の解説と服薬の注意点〜

監修：野口眞三郎先生
兵庫県立西宮病院　院長

病医院名

2019年9月作成
FEM00294GK0002



この冊子は、あなたがフェマーラ（一般名：レトロ
ゾール）による治療に安心して取り組めるよう、
治療法やフェマーラというお薬について解説し
た手引書です。治療やお薬について正しく理解
していただくための資料として、ご利用いただけ
れば幸いです。

お薬や副作用などについてきちんと理解し、
治療に向き合っていくことはとても大切なことで
す。この冊子を読んでもわからないことや、不安
に思うことがありましたら、遠慮なく担当医師、
看護師または薬剤師にご相談ください。
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増殖

女性ホルモン
（エストロゲン）

ホルモン受容体
乳がん細胞

ホルモン療法って
何ですか？
ホルモン療法って
何ですか？
女性ホルモン（エストロゲン）の働きを抑え、
がん細胞が増えるのを防ぐ治療法です。

ホルモン療法って何ですか？

乳がんと女性ホルモン（エストロゲン）

乳がんのなかには、女性ホルモン（エストロゲン）の
働きによってがん細胞が増える「ホルモン感受性
乳がん」があります。ホルモン感受性乳がんは、
乳がん全体の7割程度を占めています＊。

女性ホルモンの影響を受けやすい
「ホルモン感受性乳がん」

女性ホルモン（エストロゲン）が、乳がん細胞の女性
ホルモン受容体に作用すると、乳がん細胞が増殖し
はじめ、乳がんが大きくなります。

（イメージ図）

＊Yamashita H, et al. Ann Oncol 2011; 22: 1318-1325
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ホルモン療法って何ですか？

ホルモン療法とは、こうした「ホルモン感受性乳がん」
が増殖しないように、薬によって体内のエストロゲン
を減らしたり、働きを抑える治療法です。特に閉経後
の患者さんでは効果の高いことが知られています。

また、ホルモン療法には抗がん剤治療に比べて
副作用が少ないという特徴があり、乳がん治療に
おける重要な治療法のひとつになっています。

ホルモン療法では、がん細胞の数が比較的ゆっくり
と減少していきます。そのため、治療はあせらず、
じっくり行うことが大切です。

　　ホルモン療法の効果は、乳がん細胞に女性
ホルモンを感知する「ホルモン受容体」がどのくらい
あるかを調べるとわかります。

ホルモン受容体にはエストロゲン受容体（ER）と
プロゲステロン受容体（PgR）があり、これらのうち
両方またはいずれかが確認された場合に、ホルモン
療法の効果が期待できます。

ホルモン療法はどんな人に効果が
期待できますか？

ホルモン療法は女性ホルモン
（エストロゲン）の働きを抑える治療法
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フェマーラは
どのようなお薬ですか？
フェマーラは
どのようなお薬ですか？
女性ホルモン（エストロゲン）が作られる
ために必要なアロマターゼの働きを抑える
「アロマターゼ阻害薬」というお薬です。

フェマーラはどのようなお薬ですか？

フェマーラ（一般名：レトロゾール）は、この
アロマターゼの働きを抑える「アロマターゼ阻害薬」
というタイプのお薬で、体内で男性ホルモン
（アンドロゲン）から女性ホルモン（エストロゲン）が
作られるのを抑え、乳がん細胞が増殖しないように
働きます。

フェマーラは、このような特性から、閉経後乳がんの
ホルモン療法として使われるお薬です。

アロマターゼの働きを抑える
フェマーラ

女性ホルモン（エストロゲン）は、閉経前は主に卵巣
で作られています。閉経後は卵巣機能が低下する
ので、卵巣ではエストロゲンが作られなくなりますが、
体内からエストロゲンがなくなるわけではありません。

閉経後、エストロゲンは、副腎から分泌される男性
ホルモン（アンドロゲン）から、脂肪などに存在する
アロマターゼという酵素の働きで作られるようにな
ります。

閉経後もアロマターゼの働きにより
エストロゲンは作られる

くわしくは、p.10～11の図をご覧ください。
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エストロゲンが
作られるのを抑制

乳がん細胞の
増殖を抑制

アロマターゼ阻害薬
（フェマーラ）

フェマーラの作用

男性ホルモン
（アンドロゲン）

アロマターゼ

アロマターゼの働き

増殖

女性ホルモン
（エストロゲン）

ホルモン受容体
乳がん細胞

男性ホルモン
（アンドロゲン）

アロマターゼ

フェマーラはどのようなお薬ですか？

◦フェマーラが、アロマターゼの働きをブロックする
ため、男性ホルモン（アンドロゲン）は女性ホルモン
（エストロゲン）へ変換されません。

◦エストロゲンが作られるのが抑えられるため、
乳がん細胞は増殖できなくなります。

アロマターゼ阻害薬フェマーラの作用

◦男性ホルモン（アンドロゲン）はアロマターゼによって
女性ホルモン（エストロゲン）に変換されます。

◦エストロゲンがホルモン受容体に作用すると、
乳がん細胞が増殖しはじめます。

（イメージ図）（イメージ図）
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手
術

乳
が
ん
の
診
断

フェマーラ
手術直後から
服用を開始する

方法

5～10年間

フェマーラによる
術後ホルモン療法について
教えてください

フェマーラによる
術後ホルモン療法について
教えてください
術後ホルモン療法とは、手術後に再発予防
を目的として行われる治療で、フェマーラは
この治療に用いられます。

フェマーラによる術後ホルモン療法について教えてください

　　乳がんは、ほかのがんと比べて進行がゆっくり
しているといわれます。このため、再発予防のための
術後療法とは長期間つき合っていく必要があります。
その治療期間は一般的に5年間といわれていますが、
再発リスクが高い場合には5年を超えて治療する場合
もあります。

　　乳がんの再発のピークは術後2年前後と比較的
早く、その多くを生存率に大きく影響する遠隔部位の
再発が占めています。このため、手術後も再発を
抑えるために引き続き検査、治療を受けることが
重要です。

転移や再発予防のために
どのくらいの期間服用するのですか？

再発の危険性が高いのは
術後何年頃でしょうか？

術後ホルモン療法（治療例）

乳がんにはがん細胞が全身に広がりやすい性質が
あるため、手術でしこりをすべて取り除いても、
がん細胞が体内に残っている可能性があります。
手術直後からフェマーラによる治療を行い、こうした
目に見えないがん細胞の増殖を抑えることで、再発の
可能性が低くなります。

手術直後から服用を開始する方法
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標準的抗エストロゲン剤
（タモキシフェン）による
治療終了後にフェマーラを
服用する場合もあるのですか？

標準的抗エストロゲン剤
（タモキシフェン）による
治療終了後にフェマーラを
服用する場合もあるのですか？
術後ホルモン療法を標準的抗エストロゲン
剤（タモキシフェン）で開始した場合、治療
終了後にフェマーラによって治療を続ける
場合があります。

標準的抗エストロゲン剤（タモキシフェン）による治療終了後にフェマーラを服用する場合もあるのですか？

手術を行ったときが閉経前であった場合など、術後
ホルモン療法が標準的抗エストロゲン剤（タモキシ
フェン）で開始されることがあります。
タモキシフェンによる5年間の治療終了後、すでに
閉経している患者さんに対して、より長期間再発を
防ぐための治療としてフェマーラは用いられます。

標準的抗エストロゲン剤
（タモキシフェン）による治療終了後に、
続けて服用する方法

　　抗エストロゲン剤とフェマーラは作用が異なる
薬剤です。抗エストロゲン剤は、がん細胞が女性
ホルモン（エストロゲン）を取り込むのを邪魔する
お薬で、閉経前、閉経後に用いられます。一方、
フェマーラは、体内のエストロゲンの量を減らす働き
を持つアロマターゼ阻害剤というお薬で閉経後の
患者さんに用いられます。

フェマーラと抗エストロゲン剤の
ちがいは何ですか？

手
術

乳
が
ん
の
診
断

標準的
抗エストロゲン剤
（タモキシフェン）

フェマーラ
タモキシフェンによる
治療終了後に、続けて
服用する方法

5年間 5年間

術後ホルモン療法（治療例）
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フェマーラの
副作用を教えてください
フェマーラの
副作用を教えてください
主な副作用は「関節痛」「ほてり」「頭痛」
「吐き気」などです。

フェマーラの副作用を教えてください

副作用のあらわれかたは個人差がありますが、今までに
知られている主な副作用の症状として以下のような
ものがあります。

のぼせるようにして顔やからだ
が熱くなったり、汗をかきやすく
なったりすることがあります。

肩、ひじ、ひざなど、身体の節々
が痛んだりこわばったりすること
があります。痛み止めのお薬に
よる治療などを行いますので、
無理せず担当医師に相談して
ください。

頭が痛くなることがあります。
痛みの種類には個人差があります
ので、症状が気になるときには
担当医師に相談してください。

発疹、かゆみ、めまいなどが
起きることがあります。

●ほてり

●関節痛

●頭痛

気持ちが悪くなったり、吐き気
が起きることがあります。吐き気
止めのお薬を服用することで
症状を和らげることが可能です
ので、無理せず担当医師に相談
してください。

●吐き気

●その他

主な副作用
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フェマーラの副作用を教えてください

骨からカルシウムが失われ、
症状が進むと腰や背中に
痛みが生じ、骨折の危険性
も高くなります。フェマーラの
服用中は、定期的に検査を･
受けて骨の状態を確認します。

また、まれに以下のような症状があらわれ、［　 ］内に
示した副作用の初期症状である可能性があります。
このような症状があらわれたときには、すぐに医師の
診断を受けてください。

●骨粗鬆症、骨折

◦発汗、息切れ、胸の圧迫感・痛み、など ［肺塞栓症、
狭心症、心筋梗塞］

◦からだがだるい、全身のむくみ、息切れ、など ［心不全］
◦頭痛、吐き気、しゃべりにくい、手足や顔の麻痺、など
［脳梗塞］
◦下肢などの局所の痛み、むくみ、など ［血栓性静脈炎、
動脈血栓症］
◦からだがだるい、食欲不振、皮膚や白目が黄色い、など
［肝機能障害、黄疸］
◦発熱、関節の痛み、赤い発疹や水ぶくれ、など ［中毒性
表皮壊死症、多形紅斑］

　　副作用のあらわれかたには個人差があります
から、 「つらい」と思ったら担当医師や看護師、薬剤師
に相談してください。 副作用を減らすためのお薬を
処方したり、一度治療をお休みして副作用が回復する
のを待つこともあります。

副作用を無理にがまんしてしまうのではなく、つらい
症状については担当医師や看護師、薬剤師と一緒に
対処していきましょう。

副作用がつらいときには
どうしたらよいですか？

骨粗鬆症 骨折

その他注意していただきたい副作用

18 19



フェマーラの
服薬方法・注意点は？
フェマーラの
服薬方法・注意点は？
通常、1日1回毎日服用します。服用に
際しては担当医師の指示を守って適切に
服用してください。

フェマーラの服薬方法・注意点は？

服用期間は、人それぞれに異なりますので、担当医師
の指示に従ってください。自分で勝手に服用をやめては
いけません。

フェマーラは、通常1日1回1錠を毎日服用します。
服用する際には、お薬を包装から取り出し、コップ1杯
程度の水またはぬるま湯と一緒に服用してください。

また、フェマーラは、朝・昼・夜、また食前・食後に
かかわらず、いつ服用しても効果は変わりません。
飲み忘れを防ぐために、1日1回時間を決めて服用
しましょう。

　　もし、服用を忘れた場合、同じ日のうちに気が
ついたときはできるだけ早く服用してください。
翌日になって気がついたときは忘れた分を服用せずに、
1回分のみ服用してください。 忘れてしまったから
といって、一度に2回分を服用してはいけません。

また、誤って多く服用してしまった場合には、すぐに
担当医師や看護師、薬剤師に相談してください。

　　複数のお薬を一緒に服用すると、お薬によっては
必要以上に効き目が強くなったり、反対に弱まったり
することがあります。

そのため、フェマーラ以外に服用しているお薬（市販の
お薬も含みます）がある人は、必ずそのお薬について
担当医師や看護師、薬剤師に伝えてください。

お薬を飲み忘れてしまったとき
にはどうしたらよいですか？

ほかのお薬と一緒に飲んでも
大丈夫ですか？

服用方法・服用量

服用期間
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●高齢のかたは特に担当医師の指示を守って服用
してください。

●肝臓や腎臓に病気があるかたは、事前に担当
医師に相談してください。

●ほかの医療機関を受診する場合には、フェマーラ
を服用していることを医師や薬剤師に伝えてくだ
さい。

●疲れやめまい、眠気があらわれることがあります
ので、自動車の運転や危険を伴う機械を操作する
ときには注意してください。

●フェマーラは直射日光を避け、子どもの手の届か
ないところに保管してください。

アロマターゼ

アンドロゲンをエストロゲン
に変換させる酵素。

アンドロゲン

閉経後の女性では主に副腎
より分泌されるホルモンで、
ア ロ マ タ ー ゼ に よっ て
エストロゲンに変換されます。

エストロゲン

女性ホルモンのひとつで、
乳房や子宮、骨、皮膚などの
発達や機能に深く関わります。

抗がん剤治療

がん細胞を死滅させる作用を
有する薬剤（抗がん剤）を
用いて行われる治療のこと。

術後療法

手術後の乳がん再発を防ぐこと
を目的に、手術後に抗がん剤
治療やホルモン療法、放射線
療法などを行う治療法のこと。

ホルモン感受性

細胞が増殖するためホルモン
を必要とする性質。

ホルモン受容体

がん細胞が増殖するときに
女性ホルモンを取り込むかぎ
穴のようなもの。エストロゲン
受容体とプロゲステロン受容体
があります。

ホルモン療法

乳がんを増殖させるホルモン
の働きを抑えたり、減少させる
治療法。

その他服用時の注意点

用語集（50音順）
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